
いすぜ自動車株式会社

スム ーサ-

I スムーサーFx(Smoother平x)

通称名 車両型式 トランスミッション型式 適用時期 出典 資料

Fl{l{90 
FRR34 
FSR90 
PS!{34 新型l車解説奇ぬ301 179 

FTR34 .¥'1乙x 修E申書 Smoothcr-Pλ .¥'lZX 
フォワード FV1{31 20U7.4へ トランスミッシ汗ンNo.:102 -:l5:l 

FRS90 修正堅持トS!llOOlllcr.Fx iVrZヌ

FS.~9() トランスミッションぬ却2-352 

ド1'$34

FRR90 MZ乙

1 概要

Smoolher(スムーサー)は ライフ・サイクル・コスト(低イニシャル・コスト・ メンテナンス・コスト&燃

世低減など)とイージ・ドライブを阿V.した新世代のドライブ ・トレインの総称である。 また，そのスムー

サ ・オート・シフ トのシステムを新型MZXトランスミ ッションに採用。既存のMLD明トランスミ ッショ

ンに対して同等の許容トルクを持ち.後期限モデルとなるが大幅な軽主化及び低騒省化を可能にしている。

新規に採用される Smoother-Fはマニュアル ・シフトを雌止しオート・ シフト付きに統一することで呼

称を“Smoother-Fx'.に生更。設定される トラ ンスミ ッション型式はMZZJ:ft..びMZXとなる。

従当とからの基木構造は生えずに.変速レスポンス向上. シフト・ショック fl1:~を実現 した。また待ãlSの怪景

化を行い，燃費低減及び積載量権保にも説献している。

1)仕様

トランスミッション形式 MZ乙61¥(継続) MZX6J'(新鋭) 参与:MLD6W 

l五E 6.369 6.61:') 6.120 

2迷 3.767 4:的5 1.244 

3遮 2.234 2.:lS8 2.580 

ギヤ比 4';患 1.1'12 1.531 1.540 

5連 1.000 1.000 1.000 

6~ 0.720 0.722 0.763 

リノ{-ス 6.369 6.61:') 6.525 

;at最(乾燥) kg 100 120 160 

トランスミッション部オイル平年蛍 L
4.4 1il 6.5 

(護主考fji)

使刷オイル ペスコ・ トランスミァシ河ン ・スーパー({孔5級)えはペスコ ・ギヤ・オイル(鋭)W-90) 

クラッチ古[$ブルード交換容量 L 2.0 2.0 2.0 
( >1勾は会フJレード量 (6.9) (8.1) (6.9) 

使用フルード JてスコATF国

オイlレ交役時期 GOOOOkm走行ごとえは1年ごと
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2) 特徴(図 1-1) 

Smoother-Fxのトランスミッションは マニュアlレ・トランスミッションをベースに目クラッチ・システ

ムをフルード・カップリング+湿式多枇クラッチに変更しているじまた，屯磁ソレノイド式ギヤ・シフト・

ユニットを設け.変速動作をすべてトランスミッション・コントロール・モジュール(TCM)からの信号で

行っている。シフト・レバー，アクセル・ペダル保作の信号などを受け，変速クラッチ(i思式多板クラッチ)

及ぴロックアップ・クラッチ(フルード・カップリング内)を向動的に接/断しギヤ・シフト・ユニットの

作動により変速を行う。

2 構造・機能

1 ) 構成部品の配置

フレックス，プレート

フライホイール・
ハウジング

ロックア、yプ・
クラッチ

図1-1 稿成部品の配置

2) 構成部品の構造・機能

(1 ) オイル・ポンプ(図 1-2) 

オイル・ポンプAss'yをアルミ・ダイキャスト製に変更

し軒量化を阿った。またポンプ形式をトロコイド式か

らギヤ式に変更することで信頼性を向上すると共に.駆

動ロスを減らし燃費を低減させている。

(2) クラッチ・ソレノイド・バルブ(図1-2) 

クラッチ・ソレノイド・パルプをテがユーティ・ソレノイ

ドからリニア・ソレノイドに生更し金述タイム・ラグ

を短縮，変illフィーリングを向 kさせたc

。。

オイル・ポンプ・ギヤ

……ドパJげ二三ア変更智

アルミ‘ダイキャスト化による経厨化

図1-2 オイル・ポンプ
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(3) クラッチAss'y(図 1-3) 

クラッチ Ass'yにJUlばねを追加することでシフト ・ショックを抑えている。またピストン背而に?胸部Eを追

加して.クラッチ作動レスポンスの安定性を行った。

阻ぱねi畠加 湿式多4辰クラγチ

ご以

図 1-3 クラッチAss'y

(4) シフト・ソレノイド(図1-4) 

ソレノイ 1':の推力をアップし低j即時のギヤ抜き性能を向上させている。

シフト ・ソレノイド 1，3，5

シフト・ソレノイド2，4，R

‘一一争
シフト・ダウン シフト・アップ
方向 方向

図 1-4 シフト・ソレノイド

(5) シフト・レバーAss'y(図 1-5) 

シフト ・パターンを見直し変速操作性を向上させたoAT車と同様の.馴染みゃすいパターンとした。ま

た， Smoother-Fx非常朋スイッチをインパネへ移設しカバー形状を見直すことで.運転席一助手席IUJの移動

をスムーズにしている。
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リバース(後退'R
け

~・矢印方向へ操作後目
手を減すと・‘M'・位置へ戻る.

図1-5 シフト・/'¥ターン

(6) MZX型トランスミッション

ネ~開発の MZX相マニュアル・トランスミッションはアウトプット・リダクション構造を保崩し.アルミ・

ケースを聞いることで大幅な怪常化を実現，燃費の向上，積載量の確保に貢献しているc 2)ili， 3辿にス

リー・コーンのシンクロメッシュを探川し， {i'[実なシフト・チェンジをnj'能にしている。また，オイル・ポ

ンプを I)~蒔し強制i問滑を行うことで金速機能の信頼性を向上している，

(イ) アウ卜プット・リダクション(図1-6) 

従米のインプット・リダクション式の構造では， トランスミッションの大、1'--(1)部分に リダクションされた

エンジン・トルクが入}Jされていたが，アウトプット・リダクション式の構造ではトランスミッション後端

にリダクションを配置することで. トランスミッションの大半はエンジン・トルクと|可守の入力に~~Jえるこ

とができる. これにより.センタ・ディスタンス(メイン・シャフト~カウンタ・シャフト間の距離)を拡大

せずに許谷トルクを約50%アップさせているG

図1-6 アウトプット・リダクション構造

(7) Smoother-Fxシステム(図1-7) 

マニュアル・トランスミッションにフル}ド・カップリングを組み合わせて.電磁ソレノイド式ギヤ・シフ

ト・ユニットを設け，変速動作をすべてトランスミッション・コントローJレ・モジュール(TCM)からの信

日-で行うの
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発進H与は.ブレーキ ・ペダルを踏み，オートマチック車と同様にシフト ・レバーを操作すると. シフト・レ

バー ・ポジション信号をTCMが検知し，ギヤ・シフト・ユニットの電磁ソレノイドを駆動してギヤを発進

段，又は後退段へ入れ，その後.変速クラ ッチ(混式多板クラ ッチ)を接続するの(変速クラッチ按続後は，

八/T.fjiと同様のクリ}プ)Jが発生する(，)

プレーキ ・ペダルから起を離すとクリープによ り発進するo走行中のシフト ・アップ/ダウンは， '1、CMが

;卓述. アクセル問皮などからII(両状態を判断し最適なギヤ ・ポジションへ自動的に行う。また. ドライパパ
、

がマニユアル.モ一ド.にしてシフト.レパ一を‘"+

ケンシ.ヤ1γ，ル .マニュアル(手動)生速もnf能となる。

メータ(讐告灯.表示灯
シフト・インジケータ)

時アク叩 J 

同

図1-7 Smoother-Fxシステム

(イ) 従来車よりの変更点

-クラ ッチ ・ソレノイドの制御をデューティ制御から電流制御に変児し生述ショックの少ない.なめらかな

変迷操作にフィーリ ングを向上させている。

・アイドリング・ストップ&スタート・システムの作曲中(エンジン自動始動時)は.lISJ¥ (ヒル・スタート・

エイド)パルプが作動してブレ}キ)Jを保持する。

-シフト・レバーのシフト・パタ}ンを変史し J呆作性の向 上を行った。

(ロlトランスミッション ・コントロール・モジュール制御内容

トランスミッション ・コントロール・モジュール(TCM)は以下項目の機能を布し各種制御を行っている。

(a) トランスミッション変速制御

I! (問状況.'Ø-述モ}ドや l 速発進スイッチなどの作動に応じて必要Zな~la!制御を行い，変速ク ラ ッ チやギ

ヤ・シフト・ユニット内のソレノイドを制御し変速操作を行っている。

。〉 シフ ト・アップ及びシフト・ダウン制御(図 1-8) 
シフト・レバーの位置が"D"にありオート・モード中の場合，及びシフト・レバーを“M"位置から“+"又は

“一"h・向に操作した;場合. シフト・アップ及びシフト・ ダウン制御が行われるo TCM はシフト・レパ~ . 

ユニッ トからの操作併なをもとにエンジン同転速度々トランスミッション部のタービン回転速度，インプッ

ト・ シャフト回転速度， 車両速度やアクセ1レ閥度などに応じてギヤ ・シフ ト・ユニットの各ソレノイド(シ

フト.セレクト)を制御することでシフト ・アップ及びシフト・ダウン制御をわーっている。
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図 1-8 TCM制御

① 変速クラッチ制御

変速クラッチ制御はTCMがクラッチ ・ソレノイドを制御することで行う。クラッチ・ソレノイドの作動に

よりクラッチAss'yピストン室内の油叫が調柊され，変速クラッチが切断えは接続されるω

変速クラッチは通常.変速制御中文はギヤが“N"の場合には切断されているが， l¥.T.FのjiJ度が低い(20'C未

満)ときは暖機運転のため.クラッチを按統しているの

(3) ロックアップ・クラッチ制御

ロックアップ・クラッチ制御とは一定車速以上で走行'1'にロックアップ ・クラッチを接続し， エンジン動)J

伝達のロスをなくす制御であるの

(イ) ロックアップ・クラッチ「控j制御

ギヤが2述以上， 変速クラッチ「按」でインプット ・シャフト凶転速度が1000rpmなどの条件を満たしたとき

ロックアップ・クラッチを掠統する。(ギヤがR又はl速の場合にはロックアップ・クラッチは接続しない。)

但) ロックアップ・クラッチ「断j制御

インプット ・シャフト阿転速度が700rpm-900rprn (インプット・シャフト回転はギヤ・ポジションにより

異なる)などの条件を満たしたときロックアップ・クラッチを切断する。また.ロックアップ・クラッチ

f接j制御条件が満たされている場合でも.プレ}キ作動時はエンジン・ス トールを防止するため，必要に応

じてロックアップ ・クラッチを切断する。

④ エンジン回転速度制御

TCMは変速時にエンジン・コントロール・モジュール(ECM)へエンジン阿転連度の生更を主要求し，エンジ

ンの吹きトがりやフィーリングの悪化(変速ショックなど)を防止している。

⑤ 1速発進制御(図 1-9) 

l速発進制御は積載時や登坂力を必要とする場合に発進時のギヤ・ポジションをl速(通常は2述)に切り梓

えるもので，マニュアlレ・モード以外のときにドライパが1速発進スイッチ押すとTCMは制御を行う。こ

のときメータ内のI述発進モード表不灯が点灯し， 1:遮発進制御中であることをドライパに通知する。

なお， 1速発進制御中にマニュアjレ・モードを選択(シフト ・レバーを・・D"伶世から“M"位置に操作)すると，

l速発進制御を中断する。(同時に表示灯が消灯する。)再度オート・モードを選択(シフ ト・レバーを“lVr休
温から市"位置に操作)すると， j~不1-]"が再点灯 し. 1述発進制御が復帰するω 車両イ停停亨亭.車l刊小lドIに

‘"も.百D"イ枕立置に操作した場合，マニュアル・モード時のギヤ段が保持されるので， 1 連発進に切り替えるために

は，一度“M"位置に反し，マニコアル操作で]速にシフト(シフ ト・レバーを“M"位置から“一"方IOJへ操作)
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するか再度l速発進スイッチを操作する必要があるυ

(b) 走行モード制御(図 1-9) 

走行モードには走行力を優先する NORMALモードと燃

料消費率の良い阿転域での変速を行う ECONOモードと

があか変速モードがオート・モードのときにドライパ

がECONOモード切り替えスイッチを操作することで切

り接わる。 ECONOモード切り替えスイッチが押される

と， トランスミッション・コントロ}ル・モジュールは

走行モードをECONOモードに切り梓え，メータ内の

ECONOモード表示灯を点灯させる。

NOH.MALモードに対して ECONOモードでは.早め

にシフト・アップし.低阿転域を使用した心行となるた

め燃費が向上する。

(c) スタータ・インヒビタ制御(図 1-10) 

スタータ・インヒピタ制御とはシフト・レバーが“N"杭i単にある場合のみエンジンの始動をnr能にする制御

図1-9 シフト・レバ-Ass'y 

で.ニュートラル判定に応じてトランスミッション・コントロール・モジューlレがスタータ・カット・リ

レーを制御することで行っている。

直~.アイドリング・ストップ&スタート・システムN 持はエンジン自動停止後.始動操作を行ったときスター

タが作動するり

・ギヤ・イン駐車を行った場介.一度シフト・レバーを“~"1.\i:↑授にし，スタータ・スイッチを "ON" にすると，

エンジン始動後トランスミッションのギヤ・ポジションが"r-;-"になる。

( SBF 
シフト・ソレノイド Y 

シフト・ソレノイド I""'T..T. T. 
~ ~四_.v ・

一二(2，4， 6， R) ¥0 ~::;. ~月
会 セレクト・ソレノイド 制ON位置)

シフト・
ストローク・
センサ

セレクト・
ストローク・
センサ

ISSメイン・スイッチ

ISS:アイドリング・ストップ&スタート・システム

図1-10 スタータ・インヒピタ制御

の
J、EA
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(d) PTO制f卸(図 1-11) 

PTO(パワー・テークオフ)使崩時. トランスミッション・コントロール e モジューJレはPTO制御を行う。

PTO制御時はた行。1'の自動必iiiは行わず.発進時のギヤ・ポジションを保持する。また
"N"以外のギヤ・

ポジションへの手動変速も訂えないようにしている。

① PTO制御ON判定条件

以下のすべてが成v.した場合PTO制御を

開始するc

-ギヤ・ポジション: ・'N

・~r:速 Okm/h

'PTO スイッチ: ON 

・エンジン回転: アイドリング状態

① PTO制御OFF判定条件

以下のいずれかが成立した場合PTO制御

を停止する

'PTOスイッチ opp

.エンジン停I卜.

・ギヤ・ポジションが"N"時.I!(速が20km/h

以上になった場合

. Srnoother-Fx非常)11スイッチ ON

(e) 非常用システム制御(図 1-12， 13) 

図1
-" 
PTO制御

トランス
ミッション，

コントロール・
モジュール
(TCM) 

非常用システム制御は，システムの電気的な不貝・合などによりシフト操作が行えない場合の緊急ij}W¥時に，

ドライパがSmoother-Fx非帰・用スイッチを"ON"にすることで作動する。 Smoother-Fx非常用スイッチが

ONになると.スタータ・スイッチの操作によりシフト・レバーの位置にかかわらず，エンジンの始動が可

能となる。

直~ Sm州ぽ-Fx~(: 常用スイッチをもN" にするとアイドリング・ストップ&スタート・システムは作動しない。

非常用スイッチ

シフトNロック・ l
ソレノイド〆 |、ト手ンネ

ミツンヨ_"

コントローJι.
モジュール
(TCM) 

スタータ・カット・リレー

図1-12 非常用システム制御
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(t) HSA機能(HSAパルフ制御) (図 1-14， 15) 

HSA(ヒlレ・スター卜・エイド)は.停Ij':時にプレーキ力を保持することにより，発進時のブレーキ・ペダ

ルからアクセル・ペダルへの踏み換え操作やパーキング・ブレ}キ操作を軽減するほか，渋滞時や信号待ち

での坂道発進を安全快適にするのトランスミッション・コントロ}ル・モジュ}ルは各スイッチからの信号

入力にJ必じてブレーキ・バルブとサーボ・ユニット AOH(エア・オーパ・ハイドロリック)の配管途1.1'に設

けられたl1S/¥バルブを布IJ御しブレーキ・ペダルを踏んで、いる位置のこにアAを保持させるが，エア圧が

O.25MPa 12.5kgf/ cni!を越えた場合はO.25MPa12.5kば/cuilまで減!干し保持する。

(HSAバルブ〉

ブレーキ・
パルプよリ

Q-I・

キ
よ
一，ヲ刃
。

HSA表示n
H 

インレフト・バルブ ピλトン 切り舘えI(jVブ インレット .I~)レフ'
トランスミッション・
コントロール，モジ」ール

【'CM)

工7・タンク ，入
より h〆

切り替えバルブ

パーキング-ブレーキ.;>:イッチ
.--一一一----<アヴトー

| トップ・ランプ スイッチ
・ーーーーーーーーー-0-0-

， ブレーキ2kスイ、ノチ
L一一一一一一一一-o-"""'C

エンジン・ヨシトロー』レ・
モジョーI~(ECM)

図1-14 HSAバルブ制御

マルチ・フ.ロテデション パルフ

-一-サーボ・ユヱット : f I 
lオイル・タンク
1.‘・‘・ー、 ♂ーー_~~ J 

|ハイドロリッ0ユ=ットl

ホイール・プレーキヘ噂.... ......ホイール aプレーヰへ

図1-15 HSAシステム配管

15 



-E・a;・E・ョ・・

(1) HSAの作動

0') HSAの作動条件

下記の条件がすべて成立すると HSA機能が作動しブレーキカが保持される。このときHSA表示灯が点灯

し. HSAの作動をドライパに主I!らせるの

e車両が停止している状態(車速が約5km/h以下となった場合)

.非常用スイッチ(メイン)がOFF

・ブレ}キ・ペダルがl秒間以上踏まれている状態(ストップ・ランプ・スイッチがON/ブレ}キ2kスイッチ

がON)

・パーキング・ブレーキが作動していない状態(パーキング・ブレーキ・スイッチがOFF)

・ギヤ段が"N"(トランスミッション・コントローJレ・モジュール(TCM)が設定した目椋、ギヤ段と現存TCM

が認識しているギヤ段が共に“N")

. HSA' OFFスイッチが押し込まれていない状態(HSA'OFFスイッチがOFF)

・エンジン回転速度がアイドリングの状態(エンジン回転。11かつエンジン回転速度が80urpm末満)

.アクセJレ・ペダJレが断み込まれていない状態

-車両が緩やかに停止した状態(τ'CMが急減速したと認識していない場合)

'TCMシステムがif.常のとき (HSA表示灯が点滅する故障がないとき)

⑬ HSAの解除条件

以 l、-のケースに順ずる条件が成立すると HSA機能が解除され.ブレーキ力の保持が解除されるc

-ケース1 @，⑤.①の一つでも成立した場合

・ケース2:③とくむが同時に成立した場合

@HSA'OFFスイッチが押し込まれてる状態(HSA'OFFスイッチがON)

O~)パ}キング・ブレーキが作動している状態(パーキング・ブレーキ・スイッチがON)

①車速が約5km/hを超えた場合

④ギヤ段が“1'('以外になった場合(TC:v1が設定した目標ギヤ段と現在TCMが認識しているギヤ段が共に"N"

以外)

①アクセル・ペダルが踏み込まれた場合(HSA解除点を超えた場合)

の発進時のブレーキカ解除について

発進時.以ドの状態になったとき 11S八パルプによるブレーキ力保持を解除する。

・チェンジ・レバーを“N"位置以外にしアクセル・ペダルをゆっくり踏み込む(HS1¥解除点を超えた場合)

!d HSA表示灯の点灯/点滅について

①HSA表示灯点灯条件

・スタ}タ・スイッチを“ON" にしたとき(約:~秒間点灯)

. llSAが作動しているとき

①llSA表示灯点減条件

. HSA関連の故障が発生したとき

. HSAI制連の警報が発生したとき

@J HSAブザーについて

HSAブザーは， HSA関連の脅報が発生した場合にHSAぷボ灯の点滅と合わせて作動するの

- 16 -
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|勾 ~ HSA茨木士J(MIL) プザ (ECU 内戯) 処置

HSA 作動 点1J

HSAを効かせたまま，パーキング ・ブレーキ・レバー
ノ守ーキング・プレーキ・

を~ Iかずに Fアを|別けたとき
JII成 ピーピ-g. レバーをヲ|いてからドア

を開ける

長時間警線:

HSAを幼かせたままで停車したとき(l1S/¥を約8分以1'， 点滅 ピーピー蛍
作動させ絞けるとブザーをl鳴らし MTLを点滅させる} パーキング・プレーキ

動き111し警報 :
レバーを引いて停車ーする

HSAを効かせたまま停車q'に曜が動きだしたとき (中:迷
か.ブレーキ・ ペダルを

が約1.5km/h以上になるとブザーを鳴ら し車速が1.5
良滅 ピー貨 憎しF青みする

Jnn/h以上になるとHSAは解除)

l'o:l符警U:
点滅 ピーピー菅 安全に車両を停車して

HSA表示灯やブザーが作動したとき
点滅 ー HSA'OFFスイ ッチで

点灯 ピ (述続)苛 l1S1¥;を解除する

スタ タ・スイ ッチ‘OFF"普制:
パーキング・プレーキ・レバーをづ|かずにスタータ・ス 抗1'i1;[

ピーピー蛍 パーキング ・プレーキ・

イァチを"ACC"又は"LOCK"'Ui:併にしたとき
{最長30秒間作動) レバーを引く

自由回目聞ー園田}

(g) CAN通信

エンジン・コントローjレa モジューJレやボデー・コントロール・モジ.ュールなどと辿信を行い，制御に必要

な情報の授受を行う。

(h) 自己診断機能

DTCによる故障筒所の明確化やスキャン・ツールと通信-を行いDTCの確認などを行う。

( i ) インフォメーシ ョン機能

(警告灯，よホiJ. シプ卜・インジケータ，ブザー制御)

シフト ・インジケータによるトランスミッショ ンの現杭ギヤ ・ポジショ ンの表不.警背灯. J.乙刀~*rによ る各

1軍機能の作動説示，ブザーによる警報や谷種作動の傭認音の11¥))を行うの

(j) 半クラッチ調整機能

アジャスト・スイッチを操作し，半クラッチ位置の制整を行う。

(k) トランスミッション変速制御

トランスミッション・コントローjレ・モジュ}ルは. シフト ・レバー・ ユニットからの信号をもとにドライ

パのシフト操作を認識しエンジン向転速度やトランスミッション部のタ}ピン回転速度，インプット・

シャフト 回転速度.車両速度やアクセjレ開度などに応じてシフト ・アップ及びシフト・ダウ ン制御.変速ク

ラッチ制御.ロックア ップ・クラ ッチ制御.エンジン凶転速度制御. 1速発進制御などのトランスミッシ ョ

ン変速制御を千丁っている。

(1) 油温上昇防止制御

rlh温上昇防止制御はrlll温よ界による故障を防止するための制御で.マニュアル・モードで走行中に.卓速に

不適切なギヤ段で低迷走行が行われた場合に.適止ギヤ段へ自動的にシフト ・ダウンする。このとき同時に

ブザーが鳴り. ドライパにれ11温上昇防止制御による変速であることを知らせる。

(8) シフト・レバー・ユニット(図 1-16， 17) 

シフ ト・レバー・ユニットはドライパのシフト操作を電気信号に変換してト ランスミッシ ョン・コントロー

ル・モジ.ユール(TCM)に伝えるもので，前進・後退又はマニュアjレ・モード¥オー ト・モードの切り梓え

を行う。

シフト・レバー ・ユニットにはレバーの前後方向の動きを検出するスイッチと芹右方向の動きを検出するス

- 17 国



イッチが設けられており それぞ、れのON信サにより1'CMはレバーの保作状態を認識しているつ

TC.Mは， シフト・ レバーが"(¥"枚世から“D"位置に操作されるとオート・ モードで変速制御を行い.“D"位

置から“M"作[長へ操作される とマニコーアル・ モードに切り答え. ドライパの“+"又は..一"位世へのレバ一線

作に応じて変速制御を行うc マニ J、アlレ・ モード時にシフト ・レバーが“D"杭置に操作されるとオート・

モードに， オー ト・モード時に“D"{立置から“M"伶世に操作されると現fl・のギヤ ・ポジシ ョンのままマニュ

アJレ・モー ドに切り替わる。

また.シフト・レバー -ユニッ トにはシフト・ ロック機能があり，シフト ・レバーを"N"位置に操作した場

合は.シフトNロック ・ソレノ イドが作動し 車両停11(1.-11はブレーキを踏まなければ“D"位置又は “R"作凶

への操作が行えないようになっている。(“N'悦置から引"枚世への操作は. 児にセレク ト・ボタンを押しな

がらの操作が必要，，)

シフトNロック ・
ソレノイド

タク
ド
ネ一コ

何
チ
N

y

 

mイ
RU

ス
釦
杭
発
事

a
p
H
リ

日
切

雀

Pツ

.
用
工

ク
御
・

ツ
制
ル

ロ
ド
一

N
イ
ロ
タ

ト
ノ
ト
ク

フ
レ
ン
ネ

シ
ソ
コ

コ

図 1-16 シフ ト・レバー・ユニット

レパ ・ポジション
~I 間明子

IIINIOIMI+ ー
bす111 

R2 

υ Nl 

♀ l N2 IC 
D 

〉トー ヒ三三副M 
キ J-←t 

J-十一一。ヤーー区之
時T10 民トーECO I 

ニュートラル・
シフト・口γ0・
ソレノイド

yフト・レパー・
コネクタ

コ;，.1J?

シフトNロッシ・
ソレノイド
制御用

コントロ -/~ ・
2ニット

ー'・

図 1-17 シフト・ レバー回路

(9) ギヤ・シフト・ユニット(図 1-18) 

ギヤ ・シフト・ユニット (GSU)は1'CMがシフト・ レバー ・ユニットの操作状態やエンジンの状態に応じて

決定したギヤ，ボジションに トランスミッションのギヤを切り梓えるもので -で.つのソレノ イドをTCMが

通電することで作動させている。ギヤ ・シフト・ユニ ットが作動するとレバーでリンクするイ ンターナル ・

-18 -
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レバーが動き， トランスミッショ ンのギヤ・ チェンジが行われる。

セレクトJi向の動き について， シブト・アップ方向jへはセレクト ・ソレノイドによって.シフト・ダウ ン方

loJへはスプリング反力によ って作動している。 TCMはセ レクト・ソレノイトーへの通d必需:を制御し，スプリ

ング反力と釣り合わせることにより任志のイ京区にインターナル・レバーを動かすのシフ ト方向への動きは2

仙のシフト ・ソレノイドによって行うυMZZ型トランスミ ッシ ョンの場合は， 1. :3， 5速への変速時は主に

シフト ・ソレノ イド1，:l， 5が作動， 2， 1， 6速及びRへの変速時は_l~こシフト・ソレノイド 2. 1. 6， Rが

作動し任意のギヤ ・ポジションにシフトする。

MZX型トランスミ ッションの場合は‘1.3. 5速への変速時はキにシフト ・ソレノイド2，4. 6， Rが.2， 

4， 6J生及びRへの変速時は主にシフト・ソレノ イドL3. 5が作動し任意のギヤ ・ポジションにシフトす

るω また，各ソレノイ ドの作動状態はニュート ラJレ・スイ ッチ，セレクト・ ストローク・センサ及びシフ

ト・ストローク・セ ンサによって検州し， TCMにイ云遥されるυ

セレクト・ソレノイド

シフト ・ソレノイド1，3，5

図1-18 ギヤ・シフト・ユニット

(10) ECU間でのCAN通信(図 1-19) 

トランス ミッション ・コントロール ・モジューjレ(TCM)はエンジン ・コ ントロ}ル ・モジューJレ(ECM)，

ボデー ・コントロール ・モジューJレ(BCM).メータ，エレクトロニック ・ハイドロリ ック・コントロール ・

ユニット (EHCU)などと通信を行い，エンジン同転速度，車速.アクセ1レ闘度，ギヤ ・ポジシ ョンなどの制
ーヲ ント F ツ .・'."7  .....，トワ ーク

号を授受している。通信方式はCANCController Area Nctwork)通信が用いられ.一つの通信凶路で多く の

情報の授受が可能となっているじ

(イ) 通信内容

. TCM-ιCM 

アクセル開度，エンジン凶転速度

. TCM++BCM 

ギヤ ・ポジション. レバー枕[邑アイドル ・ストップ禁1ト信ザ， HSAパルプ駆動要求

''1'C1¥1→メータ

袋苫灯制御信弘ぷポ灯制維IJ信号，ギヤ位置伝号

-19 -



3 点検・整備のポイント

1 ) 自己診断機能

-.l1li;・E・.

BCM 

図1-19 システム・ブロック

(1 )点滅診断トラブル・コード(フラッシュ・コード)の読

み取り手順

(1)スタータ・ スイッチOK. エンジンOFFの状態にする。

ωDLCのNn12ピンとNo.4ピンを短絡させるの

①マルチ・ディスプレイにフラッシュ・ コー ドを表示するυ

{イ) DTCが記憶されていない場合(図 1-20) 

iE常状態の“01..を点灯表示する。

"{ j 

(霊童手)

国翻掴
図1-20 DTC表示(DTC記憶なし)

但)DTCが記憶されている場合(図1-21) 

DTCが記憶されている場合，記憶している診断トラブル・コー ドをマルチ・ディスプレイにぷ示する。診

断トラブル ・コードが2個以 k配憶されている場合は，書サの小さい順に:q'少ずつ点灯表示する。コード一
巡後は， 再び献初のコードから表示する。このぷポはDLCの端チ聞を短絡させている問継続するc

(188が正常又は188レス草の8moother-Fx診断トラブル・コード(DTC)表示例〉

匡亘 XXI;t7ラyシュ ・コ一時計

図1-21 DTC表示例(DTC記憶あり)
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(2) 診断トラブル・コード(DTC)の消去

トランスミッション・コントロール・モシ、ユールに記憶された診断トラブル・コードは.その部{立を修復し

ても消去されない。診断トラブル・コードを消去-するには以下のH法のいずれかを行うの

(イ) トランスミッション・コントロール・モジュールのDTC消去

・スタータ・スイッチ"ON"後. DLCの 12ピンと4ピン聞をショートさせ，アジャスト・スイッチ(FAST)を

ひV'にし.1秒から6秒以内に刀FF・-するの (DTCのみ消去)

・スタータ・スイッチ"ON"後. DLCの 12ピンと4ピン聞をショートさせ.アジャスト・スイッチ(FAST)を

刀N"にし， 7秒から17:抄以内に“OFF"する。 (DTCの消去と再学習の実施)

(同その他

スキャン・ツールを能川して診断トラブル・コード(DTC)の確認.消去が行える。

(3) 診断トラブル・コード(DTC)一覧

異常が発牛した場合.下記DTCをセットするω

DTC 
フラッシェ ・

DTCの説明
コード

Inc 
フラッシス ・

DTCの説明
コード

1'0504. 27 ブレーキ・スイ yチ故|待

P0602 一 プログラム異常
ド0973 71 

シフト・ソレノイド2，4， 6 -0ぶ典
常

P0605 :n ECU異常
P0613 33 巳cu学'n1tb.， データ異常

P0974 71 
シフト・ソレノイド2.4. 6 -01'1、
異常

P0710 21 ATF温度センサ系異常

P0715 3 タービン凶転センサ系異常
P0976 TJ 

シフト・ソレノイド1.3. 5 -ON鍵
'込・

P0717 2 インプット向島、センサ系異常

P0718 17 変JAクラッチi骨り異'前
1-'0977 7:l 

シフト・ソレノイド1.3， 5 -OFF 
異常

P0721 26 中:迷信号央常(己CM通信) Pl901 19 アジャスト・スイッチ(1、J¥ST)系巽協

P0726 16 
ロソクアップ・クラァチ滑り異常

(エンジン阿晶、信号)

P0740 67 ロックアップ・ソレノイドON異常

1'1902 19 アジャスト・スイッチ(SLOW)系異常

P1912 11 
シフト・レバー・スイッチHl/R2
ポジション回E持ショート

ド0712 67 ロァクアップ・ソレノイドOFF異常 | 

P0812 98 リパース・スイッチ断線
P19I:l '15 

シフト・レバー・スイプチN1IN2
ポジション回路ショート

pmm 99 リパース・スイッチ・ショート
P0851 ニュートラル・スイッチ断線

P1911 16 
シフト・レバー・スイッチD
ポジション回目指ショー卜

POX52 7 ニコートラル・スイッチ・ショート

P0885 :~H バッテリ電源回路系異常
Pl915 17 

シフト・レノ〈ー・スイッチM
ポジション回路ショート

POおお9 39 ギヤ‘シフタ・リレー系異常

P0900 6(; 変述クラ yチ切れ不良
P1916 1R 

シフト・レバー・スイッチUP
ポジション回路ショート

P0903 65 クラッチ・ソレノイドOFF異常

J>0904 5お セレクト・ストローク・センサ系異常
P1917 '19 

シフト e レバー・スイッチDN
ポジション四日持ショー卜

P090(i 53 
シフト・レバー・スイァチ系多重信号

異常
P191X !)5 

シフ卜・レノ{...-..スイッチRl!R2
ポジション回路附線

P0907 54 
シフト・レバー・スイッチ系信号なし

異常
P1919 56 

シフト・レバー・スイッチi¥l/N2
ポジション回路|町線

P0909 76 セレクトイ'1込 PI92J 92 シフト~ロック・ソレノイドON異常

J'0912 75 セレクト・ソレノイドON異常

P09l3 75 セレクト・ソレノイド‘OFF異常
Pl922 92 

シフトNロック・ソレノイドOドF央
常

1'091.4 57 シフト・ストローク・センサ系巽常 P1923 61 変述クラッチm流異常l

P0915 74 ギヤJ友き.-f'1:J" PI924 62 変速クラッチ電話t呉常2

1'0919 72 ギヤ・シフト不具合 ド1925 63 変.iiliクラッチ電流異常3
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DTC 
フラ yンユ・

D1'Cの説明
コード

じ0100 12 CAN 5aifa製常
じ0121 68 ARS通併異筒

UOl40 69 ISS通信異常

U0400 23 エンジン回転信ロー兵'iJi;(CJ¥i¥通信)

U010l 剖
アクセル・ペダル ・ポジション・セン

サ信号異常(CAN通信)

U似06 2:; 車速侶写.~ヰ常 (CANi通信)

COlOO 42 CA¥'通併エラー

Cl001 9L HSi¥パルプ与異常

ClO02 91 lISA パルプ異常

2) インフォメーション機能

警告灯及びブザーによりド記内谷を ドライパに知らせる。

警報内容 ブザー
Smoolhcr-Fx 

必要な処置
警告iJ

スタータ ・スイ・yチカγ・ON"のときにギヤを
シフト・レパーを別町位i留に戻し パー

入れたままドアを開け. クJレマから縦れよう ピーピーピーf.t

としたときの
キング・ブレーキ ・レバーをヲ1<ω

ブレーキを効かせたまま アクセル ・ペダルを
ピーピーピ-'fr

アクセル・ ペダルを戻す汚又はシフト・

踏み続けたときの レバーを"N"位置に民すじ

坂道でアクセル・ペダルを踏み続けて停車し
ピーピーピー.n. アクセル・ペダルを戻しブレーキを効

ていると き。 かせる。

不適切なギヤ段での走行を続けたときや.上
アクセル・ペダルを灰;すか.適切なギベ'

り抜を紙連で走行したとき。
ピーピーピ-f干 設にシフ ト・ダウンし.マニュア Jレ・

モードで走行する。

過度な発進・停止を繰りi包したときの ピーピー ピ~'ft
安全会腸所に停車し.シフト・レバーを

"N"1立1慨にして冷機述転をするω

定行巾にシフト・レバーを"R"tこf栄作したと
ピーピーピ一行

シフト・ レパーを明"に戻し車両停車後。

きυ 再度偽作するc

オーバランしたときυ ピー(連続)腎
適切なギヤ段にシフト・アップするの又

はシフト・レバーを "N' 位置に)~すD

パーキング ・プレーキを崎けたまま走行した

とき。
ピーピーピーff

パーキング ・プレーキを解除する。 j_は

又は長時間ギヤが入ったままパーキング・プ シフト・レバーを"N"伎置に戻す。
レ」キをづ|さ停中ーしていたとき。

ピー(連続)管
Smoother小、xシステムやHSAパルプが故障

ピーピーピ- ~・ 点灯 故障箇所の線認や処併を実施するの
したとき。(故障警恨)

中両を停車させ. シフト・レバーを・・N"'

ATFのj日度が異常にi向くなったとき。 一 点滅 仮置にしてSmoother十・x.警告灯が消灯
するまで冷機迷転を行う。

Smoolher.F瓦非常用スイ ッチ会.OX"にした
一 点滅

Smllolhc:r-F瓦非常用スイ ッテを"OFF"
とき。 にする含

HSAアジャスト・スイ ッチを操作したとき。
ピッ}可-

(Smoother.Fx半クラッチ前|終時)

オーパランするギヤ・ ポジシ罰ンに変速しょ
ピー(連続)常

シフ ト・ レバーを"D.'{，，:併にし，適切な
うと したとき。(マニコ アJレ・モー ド) ギヤ段で走行する。 (変速は行われ去しつ

アンダランするギヤ・ポジションに変速しょ
ピーピーピー帝

シフト・ レバーを“D"{、I慌にし.適切な
うと したとき"(マニュアJレ・モー ド) ギヤ段で走行するc (変速は行われなし‘)

トランスミッション・コントロー Jレ・モ
ピッピッピッ宵・ 点滅 プログラミング/初期調整を行うう

ジ:.J.ール(TC:vI)を交換したときの

22 -
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警報内容 プザー
Smoother-Fx 

必袋な処置2FZt灯
ブザー・チェック時

(スキャン・ツールを使JI.jしてブザーを強ilHl ピー音 一
H守にI!f.;¥らしたときの)

メモ1).クリア(DTCや学留値など)H与の俗
~ノノ zuz 一

学習{直などをクリアした場合は各綴学tJ
認tま を実JAiするじ

ピピー. ピピ}宵

学出111 ;えは 点i成 一
ピヅピッピッ育

学省終了 ピ一世 一
DTC表ぶ
(ダイアグ・コネクタを伝統し.Smoother- 1~生l皮肉に述動 点滅 一
Fx警色刈ソIlSA表示灯での表示のとき)

3) プログラミング，学習について

トランスミッション・コントロール・モジュールを交換したり，センサ.アクチユエータ，又は内部部!日を

交換，修理した場合には車両情報データのプログラミングと半クラッチ枕崖やギヤ位置学習作業を行う必安

がある。

4) HSA解除点の調整(図1-22) 

以下の条件がすべて成立した状態でアジャス卜・スイッチを操作すると llSA解除点の調整がわーえゐ 0

.非常f1JスイッチがuFf'

・ダイアグ・コネクタが切り離されている

.各警報が作動lドでない

・アクセル・ペダルが踏み込まれていない

. I-lSAが作動1[1

・ギヤ段がHN"以外

(TCMが設定した目標ギヤ段と現在1、CMが認識してい HSAアジャスト・スイ‘ノチ

るギヤ段が共に“N"以外) 図1-22 HSAアジャスI、・スイッチ

作
品n，e 
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明暗
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TCM概略回路図(図 1-23， 5) 
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パーキング・ブレーキ・スイッチ
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スタータ ・カット・りレー
IOB 

Smooter-Fx 
~F借用スイッチ

セレクト・スイッチ(Nl)
IC8 

セレクト・スイッチ(N2)1，...，
セレクト・スイッチ侭1)!ふ

セレクト・スイγチ仰}1ct8

セレクト・スイッチω)I 
IC19 

セレクト・スイッチ【十)
1812 

セレクト・スイッチ(ー)1
1811 

セレクト・スイッチ(M)1 
IC11 

Eギヤ・シフタ・りレ-
0181 

TCM概略回路図(2/2)
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